
 

 

 

 

 

 

 

                    
 

学校長    紀 谷 貴 美 子 
 

先日は、大寒波がすみれガ丘小学校にもやってきて、大雪のため通学路や校庭が真っ白になりました。

年に一度あるか無いかの状況に私たちは、通勤などの様々な事情で困っていましたが、子どもたちは大

喜びで、登校後も雪合戦や雪だるま作りで大はしゃぎをしていました。そんな姿を見ると、こちらも元

気が出てきました。 

また先日、１．２年生が、こま回し、けん玉、お手玉、紙ひこうき・紙でっぽう作り、百人一首・かる

たなどのコーナーに分かれて昔遊びをしました。教えてくださった先生は、地域の学校応援団の方々で

した。２年生の日は２０人、１年生の日は１５人の方々が集まってくださいました。地域の昔遊びの先

生方は、子どもたちにコツを教えるのがとても上手く、一人ひとりに優しく言葉かけをされている姿に、

感心しました。子どもたちも、学んでいくうちに上手になり、あっという間に時間が終了し、「また、や

りたい。」とうれしそうにしていました。その後、地域の先生にお礼のお手紙を書いていました。 

私自身、昔遊びはお正月、みんなで過ごす時期に大人から教わりました。外で凧揚げやめんこをした

り、こたつに入ってあやとりやおはじきをしたりと、昔は今のようにゲーム機がなかったため、工夫を

して遊び道具を作り、楽しんだのだと思います。今回、昔遊びを子どもたちと一緒に童心に帰って楽し

みました。久しぶりのこま回しは、小さいころの感覚を覚えていて、何とか回すことができました。 

また別の日には、1 年生が、自分たちで作った凧で、６年生と一緒に凧揚げをしました。６年生が凧を

支えてくれて、１年生が駆けていく姿は、微笑ましい限りでした。大人から子どもへと受け継がれてい

く日本の伝統的な遊びは、今後も続けていきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝塚市立すみれガ丘小学校 

令和 5 年（2023 年）１月３１日 
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２月２８日(火)まで


